
古河図書館

　「成功」より「成長」を楽
しもう。心の持ち方、時間の
使い方、仕事との向き合い方、
人とのつながり方…。特効薬
のような成功法則ではなく、
今日という1日を丁寧に味わ
い、自分らしく歩き続けるた
めの「気づき」をつづる。

　　　　　　出版社…
PHPエディターズ・グループ

　からくさようちえんのいぬ
はりこくんたちがお庭で特別
な宝物を探しています。みん
ながつぎつぎと宝物を見つけ
ていくなか、いぬはりこくん
が持ってきたのは大好きな木
の枝。ところがそれは木の枝
ではなくて…。

出版社…NHK出版

【絵本】
いぬはりこくんのたからさが
し

　かのうかりん　著

【一般書/人生訓】
あたらしい旅をはじめよう

松浦弥太郎　著

日本空手協会三和支部誠空会
(空手)

　「心
こころ

」とは、どこに宿るものなのでしょうか？　
　答えは千差万別。その選択肢の一つに掌

てのひら

は考えられないで
しょうか。その「こころ」を拳

こぶし

に宿し、心身鍛錬を目的とし
て、日々の稽古で汗を流しております。また、各種大会への
参加のみならず、夏合宿、座禅や寒稽古、空手とは関係ない
(？！)「お楽しみ会」などもあります。興味はあるけれど続
けられるかな？　など、迷っている人は見学だけでもかまい
ません。一度、気軽な気持ちで道場へお越し下さい。

チームデータ

▼活動日
火・木・土曜日：18時30分～20
時
▼活動場所
認定こども園なさき
▼会費
月額5,000円
▼問
大山大地
℡：76-6654

　人生の折り返しを迎えた、
40歳、独身、女友達3人暮ら
し。ルームシェアのルールは

「朝ごはんを一緒に食べるこ
と」…。全14話を収録した
連作短編集。朝食のレシピも
掲載。

出版社…スターツ出版

　おしゃべりなペラペラ村
長、はたらき者のプラグマ、
ヨロリ夫人、悩める若者アド
レナ、動物と植物を愛する親
子ファウナとフローラ…。個
性豊かな住民たちとふしぎな
村のちょっぴりおかしくて、
心あたたまる物語。
出版社･･･Kotobaya Books

【児童書/読み物】
アルトローヴェ

ミケーレ・カッペッタ　作

【一般書/小説】
私たちの人生レシピ
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８
７
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６
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感
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。
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仕
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仲
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８
５
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５
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介
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８
８
１)

年
11
月

11
日
付
け
の
『
茨
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築
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と
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っ
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の
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な
点
は
多
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で
す
が
、
山
川
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に

は
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仲
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郎
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毅
堂
が
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毫ご
う

し
た
書
も
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さ
れ
て
お
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、
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回
紹

介
し
た
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、

た
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館
学
芸
員
　
峯
照
男

▲恩名村義塾開設につき教師派遣依頼(山川文書)
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